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町
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
４
５
６
点
の
応
募
が
あ
り
、

11
月
16
日
（
土
）、
入
賞
者
51
名
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
小
中
学
生
絵
画
展
」

「
小
中
学
生
絵
画
展
」

【
一
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

向　
　

柚
月
（
富
来
小
）

◆
特
選

池
勝　

志
輝
（
富
来
小
）

◆
入
選

藤
田　

莉
緒
（
富
来
小
）

四
辻　
　

遼
（
富
来
小
）

【
二
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

南　

陽
那
菜
（
富
来
小
）

◆
特
選

髙　
　

健
真
（
富
来
小
）

◆
入
選

井
髙　

天
音
（
富
来
小
）

安
田　

翔
大
（
富
来
小
）

【
三
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

漆
原　

健
人
（
富
来
小
）

◆
特
選

犬
原　
　

渚
（
富
来
小
）

◆
入
選

大
石　

渉
真
（
志
賀
小
）

木
村　

心
咲
（
志
賀
小
）

谷
口　

琉
夏
（
志
賀
小
）

加
藤　

璃
愛
（
志
賀
小
）

舘
岡　

沙
奈
（
志
賀
小
）

平
野　

結
花
（
志
賀
小
）

山
瑞　

ゆ
や
（
志
賀
小
）

舟
山　

莉
子
（
志
賀
小
）

寺
井　

健
人
（
富
来
小
）

能
登　

愛
華
（
富
来
小
）

令和元年度

能
登
の
里
山
里
海

能
登
の
里
山
里
海

志
賀
町
を

志
賀
町
を

　
　

描
く
美
術
展

　
　

描
く
美
術
展

第31回

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
１
４
８
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
11
月
16
日（
土
）、

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
実
行
委
員
会
が
、入
賞
者
31
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

大
賞
受
賞
者
を
は
じ
め
、
受
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

― 
受
賞
を
受
け
て

　

大
賞
の
受
賞
に
つ
い
て
は
、た
い
へ
ん
大
き
な
賞
な
の
で
光
栄
に
思
い
ま
す
。

― 

作
品
に
つ
い
て

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
に
は
18
年
間
応
募
し
て
き
ま
し
た
。
景
勝
地
も
一
通

り
描
い
て
何
か
新
し
い
モ
チ
ー
フ
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
も
の
が
描
き
た
い
と
、

海
水
浴
の
シ
ー
ン
を
選
び
ま
し
た
。

　

見
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、自
由
に
楽
し
ん
で
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

― 

今
後
は
ど
の
よ
う
な
作
品
を
描
い
て
い
き
た
い
で
す
か

　

こ
の
作
品
は
、
自
分
に
と
っ

て
新
し
い
世
界
観
の
作
品
で
、

し
ば
ら
く
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
も

の
を
描
い
て
み
よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
賞
作
品
講
評

　

最
も
目
を
ひ
か
れ
た
作
品
で
す
。
新
鮮
な

視
点
で
描
か
れ
、
明
快
で
リ
ズ
ム
感
が
あ
り

ま
す
。

　

あ
ま
り
手
こ
ず
っ
た
あ
と
が
見
受
け
ら
れ

ず
、
明
暗
の
対
比
と
色
彩
が
計
画
的
で
、
迷

い
な
く
描
か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

横
長
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
構
成
の
中
に
メ
リ

ハ
リ
が
あ
り
魅
力
的
な
作
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

IN
TER

V
IEW

【
大
賞
】

増
穂
ヶ
浦
、
夏

　

森　
　

和
彦 

さ
ん

　
　
　
　
　
（
白
山
市
）
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【
四
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

新
出　

葵
琉
（
富
来
小
）

◆
特
選

向　
　

蒼
空
（
富
来
小
）

◆
入
選

テ
ツ
ヤ　

デ
ィ
ッ
ト　

プ
ラ
タ
マ　

　
　
　
　
　
　

   　
（
富
来
小
）

三
浦　

紘
平
（
富
来
小
）

【
五
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

宮
﨑　
　

梓
（
志
賀
小
）

◆
特
選

寺
西　

美
希
（
富
来
小
）

◆
入
選

小
門
前
結
麻
（
志
賀
小
）

谷
口
咲
妃
奈
（
志
賀
小
）

谷
内
絵
美
里
（
志
賀
小
）

小
谷
内
健
晴
（
志
賀
小
）

中
越　

花
音
（
志
賀
小
）

押
田　

柚
葉
（
志
賀
小
）

橋
本　

大
河
（
志
賀
小
）

宮
崎　

寧
々
（
志
賀
小
）

若
平　

一
悟
（
志
賀
小
）

井
上　
　

樹
（
富
来
小
）

【
六
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

播
磨　

美
波
（
志
賀
小
）

　
◆
特
選

中
谷　

悠
人
（
志
賀
小
）

◆
入
選

國
部　

巧
斗
（
志
賀
小
）

高
原　

奈
央
（
志
賀
小
）

松
永　

楓
空
（
志
賀
小
）

村
田　

真
彩
（
志
賀
小
）

出
口　

小
梅
（
志
賀
小
）

泉　
　

雄
大
（
志
賀
小
）

曽
根　

春
奈
（
志
賀
小
）

浦
野　

大
和
（
富
来
小
）

【
中
学
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

脇
本
ひ
と
み
（
志
賀
中
）

◆
特
選

小
川　

結
実
（
志
賀
中
）

◆
入
選

押
田　

花
夢
（
志
賀
中
）

高
山　

樹
里
（
志
賀
中
）

永
谷　

琉
衣
（
志
賀
中
）

高爪山　平　和美（七尾市）　日本画

【
金
沢
展
】　

12
月
６
日
㊎ 

〜
12
月
９
日
㊊　

　
　
　

石
川
県
立
美
術
館
に
て
開
催(
無
料)

※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を
抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

志賀町を描く美術展

能登の里山賞能登の里海賞

石川県知事賞

北國新聞社賞

鷹の巣岩　木南　暢子（金沢市）　洋画

義経慕情　水口 志華子（金沢市）　日本画拝啓 陽春の候　米沢　善雄（志賀町）　洋画
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志賀町を描く美術展

※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を
抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

学校跡地から見た風景　中町　勝也（志賀町）　洋画

皐月の光　池田　裕子（金沢市）　洋画

里山の秋　大岡　未來（志賀町）　洋画 弁天島境内（安部屋海岸）　高山　静子（津幡町）　洋画

黄金（能登中核工業団地）　岡野三千治（加賀市）　洋画

柿と高爪山　谷　和弘（能登町）　洋画

如月の波濤　坂下　隆光（志賀町）　洋画 海辺の蔵（福浦港）　田中　峰子（愛知県）　日本画

石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞 金沢美術工芸大学長賞

ジュニア賞 特　選

富来商工会長賞志賀農業協同組合長賞

志賀町商工会長賞奨励賞
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酒  

見 

　

 

中 

島　

進　
さ
ん

（
七
十
二
歳
）

令和元年秋の叙勲が発表され、志賀町から
中島進さんが受章されました。のの叙勲叙勲秋秋

　

ま
ず
、
自
分
が
受
章
し
て
い
い
の
か

と
戸
惑
っ
た
と
話
す
中
島
さ
ん
。

　

体
育
教
員
と
し
て
、
児
童
、
生
徒
の

育
成
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

界
の
色
々
な
人
と
出
会
い
、
広
い
人
脈

を
育
み
ま
し
た
。
そ
の
人
脈
を
活
か
し

つ
つ
、
学
校
で
は
、
へ
き
地
教
育
、
他

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
教
育
な
ど
に
取

り
組
み
、
い
じ
め
、
不
登
校
対
策
で「
ひ

と
づ
く
り
」
に
徹
し
、
小
中
学
校
長
と

し
て
十
年
勤
め
ま
し
た
。

　

教
員
生
活
を
振
り
返
り
「
恩
人
と
い

え
る
先
輩
に
導
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
や
、

地
域
の
人
た
ち
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」と
話
す
。

　

退
職
後
は
、「
地
域
の
み
な
さ
ん
の

役
に
立
ち
、
恩
返
し
を
し
な
さ
い
」
と

の
恩
人
の
言
葉
に
習
い
、
自
分
に
で
き

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

る
教
育
分
野
で
と
、少
年
補
導
員
二
年
、

教
育
委
員
と
し
て
八
年
間
勤
務
し
、
町

の
教
育
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
本
当
に
ま
わ
り
の
人
た

ち
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
の
私
が

あ
る
の
は
、
そ
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
感

謝
し
て
い
ま
す
」

　

現
在
は
、
畑
に
精
を
出
し
、
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
富
来
を

離
れ
下
宿
生
活
を
送
っ
て
い
た
若
い
頃

に
、
苦
楽
を
共
に
し
て
い
た
後
輩
が
、

退
職
し
て
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
二
人

で
一
緒
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
し
、

周
囲
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
た
ち
で
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回 

 

志
賀
町
文
化
祭
式
典

日　

時　

11
月 

３
日 

㊐
・
㊗

場　

所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル･

大
ホ
ー
ル

　

文
化
の
日
の
３
日
、
第
15
回
志
賀
町
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
全
員
で
国
歌

斉
唱
の
あ
と
、
志
賀
町
民
憲
章
を
唱
和
。

小
泉
町
長
は
「
郷
土
が
育
ん
で
き
た
大
切
な

文
化
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

志
賀
町
功
労
者
表
彰
で
は
、
文
化
功
労
で

髙
野
靖
博
さ
ん
、
産
業
功
労
で
高
山
美
智
子

さ
ん
、
室
谷
加
代
子
さ
ん
、
厚
生
功
労
で

宮
谷
信
行
さ
ん
の
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
県
議
会
議
員
、
寺
井
町
議
会
議
長
の

祝
辞
の
あ
と
、
南
正
紀
副
議
長
の
万
歳
三
唱

に
よ
り
、
式
典
は
閉
会
し
ま
し
た
。

志賀町民憲章（平成23年４月１日制定）

　私たち志賀町民は、雄大な日本海と緑かがやく山々に抱かれ、活力ある発展
をしてきたふるさとを誇りとし、魅力と笑顔にあふれ、未来に躍進するまちを
創るためにこの憲章を定めます。

一、豊かな自然を大切にし、水とみどりの美しい町をつくります
一、思いやりとふれあいの心を育み、優しい町をつくります
一、学び合い、創造力豊かな人と文化を育てる町をつくります
一、働くことに誇りと喜びをもち、活力ある町をつくります
一、スポーツに親しみ、健やかに暮らせる町をつくります




